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固相ブラウニアンデバイスの設計  

講師：芥川 智行 先生 

（北海道大学 電子科学研究所 准教授） 

2010 年 2 月 26 日（金）14:30～15：30 

C329 号室（理学部 2 号館 3 階大講義室） 

芥川先生は分子性結晶の物性化学と分子エレクトロニクスの研究において、
新規物性発現を独創的な分子設計から取り組まれている研究者です。これまで
に、イオンチャンネルを持った分子性導電体と磁性体の開発やナノスケールで
の物性研究など、国内外で高く評価されている優れた業績を数多く挙げていら
っしゃいます。さらに最近では、分子の回転自由度に注目した「分子ローター」
の設計と開発を行い、その誘電応答から結晶内での分子運動という非常に興味
深い現象の発現に成功され、分子結晶が持つ柔軟性と高い設計自由度を利用し
た成果として大きな注目を集めています。 

この度、芥川先生をお招きし上記演題にてご講演していただく機会を設ける
ことが出来ました。多くのみなさまのご来場をお待ちしております。 

 

大学院自然科学研究科 
理学専攻化学講座 
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